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１． 公式車両検査の封印について下記の通りとします。　
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２． 公式車両検査の注意事項
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2-4 公式車検は次の順に行います。

①装備品【スーツ・グローブ・ヘルメット・ＨＡＮＳ・消火器】

②地上高・灯火類・音量・排ガス濃度測定

③安全装備品【シートベルト・ロールバーなど】・ＳＯＳ/ＯＫ（Ａ3×2枚）

④車検証との適合【車体ナンバー・標章・ナンバープレート】

⑤車両重量測定

⑥装備品返却、ＪＡＦ公認証

３． 公式車両検査のタイムスケジュール(予定）
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１．

１．サービスパークでは、作業時にはブルーシートなどを敷くこと。

ゴミ等は必ず持ち帰ること。

以上

タイヤマーキングおよび溝測定は、各セクションスタート時に実施する。

【サービスパークにおける注意事項】

バラスト搭載車のバラスト封印については、バラストを搭載し固定ボルトを貫通したシーリングワイヤーをセットした
状態で公式車検場に来ること。

公式車検の受検には、車検証のほかＲＲＮ車両はＦＩＡ公認書を、それ以外の車両は車両解説書及びカタログ等を
持参し、技術委員の求めに応じて掲示すること。

公式車検場には各車両別に車両規則で定められた指定搭載用品・乗員の装備品だけを持参し、ジャッキ・工具・
スペアタイヤ等はあらかじめ除いて受検すること。装備品（ヘルメット、HANS、消火器）の、年度合格シールは今年
は実施しません。

公式車検場には各車両別に車両規則で定められた指定搭載用品・乗員の装備品だけを持参して受検すること。

【タイヤマーキングおよび溝測定について】

【公式車両検査　実施要項】

ターボ付車両のリストリクター、ポップオフバルブの封印は、事前に各パドックで終えてから公式車検場へ移動し受
検すること。

事前封印は、１０：００から実施するので、各パドックにおいて封印の準備ができた参加者が技術本部まで連絡に
来た順に、技術委員が出向いて実施する。

ターボ付車両のターボ封印については、計測可能な状態までダクト・パイプ類を取り外し、シーリングワイヤーを
セットした状態で連絡に来ること。但し、前戦までの封印がある場合は、シリアル番号の確認でOKとする。

ポップオフバルブ封印については、計測可能な状態まで取り外し、シーリングワイヤーをセットした状態で連絡に来
ること。但し、前戦までの封印がある場合は、シリアル番号の確認でOKとする。
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【公式車両検査　動線図】
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